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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること） 
 結晶シリコン系太陽電池におけるAgペーストの化学組成がAg電極とシリコンウエハ
ーの界面構造に及ぼす影響                                        
                                         
                                         
 












は、Ag 電極ペーストに含まれる Ag 粉体の焼結過程で低融点の合金相を形成させ、熔融
した合金融液と凹凸状のシリコンウエハーとの濡れによる密着構造の実現について研究





Ag電極の課題点と、研究の背景について記述した。             
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 第 2 章では、Aｇ粉体の焼成過程で低融点合金液相を生成させるため、Ag と低融点共
晶組成を形成する Teを用い、これらの混合粉体の熱的挙動と結晶構造に及ぼす加熱処理
温度の影響を調べた。Te 粉体は加熱処理を行っても融点までの酸化は緩慢で、融解後に
酸化が進むことがわかった。Ag 粉体と Te 粉体を低融点共晶組成の比率で混合した粉体
の DTA-TG 分析を行った結果、それぞれの融点より低い 359°C で融解した。この温度は
Ag と Te の 2 元状態図に見られる低融点共晶温度の 353°C に近い温度であり、加熱処理
中に Agと Teが相互拡散し低融点合金相を形成することを示した。また、Te量が少ない
状態図での融点が 900°C 以上でも、600°C 程度で融点が観測されたことから、加熱処理
中に生成した Te含有量が多い合金相の融点に周囲温度が達すると、融解することが見出
された。                                      




の高い界面であることがわかった。                                         

















とを見出した。Teとガラスとを添加した Ag電極は、Ag-Te合金融液による接触構造に       
 
 専攻名 総合創成工学 講座名 分子工学 氏名 渡辺 静晴 
なるが、Te がガラスに溶解しガラスの反応性を低下させるため、より塩基性の高いガラ
スを使用する必要性が有ることがわかった。                            
 第 4章では、ガラスを構成する単一酸化物の反応性について研究を行った。その結果、




添加が有効であることを明らかにした。                                 
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
 
